　　　　　　　　　　　

主　  催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団

企画講師：関　則雄　先生　（日本クリエイティブ・アーツセラピー・センター　代表理事）
講座日程：全４回
	回
	開 催 日
	講  義  内  容（予定）
	講 師（敬称略）

	１
	　5/17（木）
	線とタッチを読む
	日本クリエイティブ・
アーツセラピー・センター
　  　代表理事　関　則雄　　

	２
	　5/24（木）
	色を読む
	

	３
	　5/31（木）
	形とシンボルを読む
	

	４
	　6/ 7（木）
	構図を読む
	


　 持ち物：全4回とも「16色以上のクレヨン」（クーピーは不可）をお持ちください（実習で使用します）
講義時間：毎週木曜日、午後６時３０分～８時３０分（120分）

受 講 料：１２，０００円（税込み）
定　　員：４５名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講対象：心理・福祉・教育の現場に携わっている方、心理・福祉・教育専攻の大学院生、その他アートセラピーに興味のある方（クライエント的立場の方は除きます）
受講条件：担当講師に氏名・職種などの情報を開示すること
会　  場：明治安田こころの健康財団　講義室
　　　　　東京都豊島区高田3-19-10　　　ＴＥＬ　03-3986-7021

　　　　　　　（ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約7分）
   　■本講座は要件を満たした場合、日本臨床心理士資格認定協会に短期研修会認定の申請を予定しております。
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こころの臨床・夜間講座２





（ 講座NO.１２１５２ ）　   








絵を読み解く４つの視点











今回は描かれた絵をどのように読み解き、理解していくかという点について学んでいきます。


まず最初に、描かれた絵はどのようなものであれ、さまざまな線の集合からできています。線の力の入れ具合でタッチが生まれ、さまざまな無意識のメッセージが浮上します。


　それらの線は、黒を含め必ず何らかの色がついています。線に付随した色それ自体が生理的・心理的な情報を運んできます。


　次に、それらの線のかたまりは何らかの形をとり、エネルギーの場を作ります。そしてそれらが認知可能な対象物として描かれると、それは無意識からのメッセージとしてのシンボルの意味を帯びます。


　最後に、これらの表現は、紙面の特定の場所に特定の様式で展開されます。ここにおいて、構図という絵を読み解くための全体の構文が決定されるわけです。


　今回は、自分や周りの人たちの作品をシェアリングしていく中で、これらの視点から絵を理解していくやり方の一端を学んでいきます。


　絵のうまい下手は問いません。奮ってご参加下さい。　


　（企画：関　則雄）








